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2050年カーボンニュートラル社会
の実現に向けて

筑波大学DESIGN THE FUTURE機構の取組み

2023年10月1日
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めざすべくサステナブルな社会

 「地球環境」と「社会」と「経済」の統合的向上が図ら
れている社会

 実現の手段として地域の資源、ＩＣＴ、デジタル、AI等の
科学技術を活用

 「地球環境問題」：脱炭素、資源循環、生物多様性

 「社会問題」
➝ SＤＧｓ

出所：https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/pdf/sdgs_gaiyou_202202.pdf
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SDGsの目標は相互に関係性が深く一体不可分

廃棄物削減
焼却ごみの削減

G1７「グローバル パートナーシップ」

G12「持続可能な生産・消費」

G４「教育」

G2「飢餓への対応」

G９「レジリエントなインフラ構築」

消費者の知識や
リテラシーの向上

G15「生態系・生物多様性への対応」

G14「海洋資源の保全」

乱獲防止

CO2削減

G13「気候変動」G12「持続可能な生産・消費」

食品ロスの削減

G８「雇用の改善と経済成長」

需給バランスと資源効率の高い
食料生産システムの構築
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DESIGN THE FUTURE機構のミッション
 「未来をデザインする」ための機構

 総合大学である本学のさまざまな知見を集約し、社会に還元
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DESIGN THE FUTURE機構
情報発信

地域連携 社会実装

制度設計・社会変革・
生活/組織/地域デザイン

人材育成

地球環境・社会構造の
観測・計測・予測・
シミュレーション

特定領域の取組み・
産業界の動向・
応用事例の蓄積

関連/周辺領域の知見・
技術・アプローチ

推進のための教育・
プログラム開発
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DESIGN THE FUTURE機構の構成
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Phase I
2007-2014

連携部門：つくば3Eフォーラムの取り組み

Phase III
2022-2028

Phase II
2015-2021

Phase I&IIの実績・成果
★つくば市の環境モデル都市選定に向けた
施策立案と構想作成への寄与
★国際戦略総合特区への藻類エネルギー
プロジェクトの組織化
★フォーラム会議 開催（13回）
★タスクフォースへの活動支援
★３Eサイエンスツアーの催行
★学生主体の3Ｅカフェの開催

つくば市《SDGs未来都市》・AIST・NARO・
NIMS・KEK・NIES・TIA・企業 etc

つくば市／国研／企業との連携強化、若手の企画力

「つくばエコシティ」
の構築に向けて
生命環境系の教員を
中心に発足

DESIGN THE FUTURE機構

学長

つくば３Eフォーラム

各タスクフォース

フォーラム
目標

若手の学際的チームにより新たな目標を策定
2030年までにつくば市の
二酸化炭素排出量50%削減

2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、筑波大学が
イニシアティブを取り、産業技術総合研究所、国立環境研究
所、物質・材料機構、農業・食品産業技術総合研究機構、
茨城県、つくば市と協業して推進

経
済

エネルギー

環 境 3つのEの調和
Environment
Energy
Economy

委員長
鈴木石根 教授

事務局長
内海真生 教授

つくば市との連携を強化し、つくば市をフィールドとした
実証実験や具現化を行い、スマートシティを目指す

つくば市内の国研・企業と連携し、組織横断型タスクフォースを
設置し、提案された技術やシステムをつくば市等に提言

脱炭素社会を目指した学生主体のプロジェクトを
学際的なフォーラム体制により積極的にサポート

Environment
Energy
Economy
TSUKUBA
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生物・環境資源サイエンス
デジタルフィールド

サイエンス

エコエンジニアリング

CO2ニュートラル
研究推進拠点

ゲノム/フェノタイプ情報のデジタル化
ゲノム編集などの技術に
よる超高速育種

・バイオマス植物・作物開発
・循環利用生産系研究
・高収量性／高CO2吸収植物・藻
類開発

・効率的メタン発酵微生物の開発
・ブルーカーボン増加方法の開発

・森林エリアのCO2吸収評価

・バイオマスのエネルギー資源化（メタノー
ル・水素化）

・ブルーカーボンの定量とコベネフィット解析
・ブルーカーボン量の将来予測

・気象予報／社会活動と連
動した電力需給予測
・AIによるメタン／メタノール
発酵の効率化制御

DX活用によるCO2固定・エ

ネルギー資源循環系の効
率的運用

資源/エネルギーの
完全循環系技術構築

連携部門：CO2ニュートラル研究推進拠点

資源／エネルギー
循環社会実証研究

・フィールドにおける
エネルギー循環の
社会実証研究

・学内モビリティに関
する社会実証研究

ソーシャルサイエンス

・太陽光発電（ソーラーシェア
リング）

・メタノール水直接SOFC
・メタノール水合成反応器

・系統需給調整／貯蔵手段
の確立（含CO2回収液体空
気貯蔵）

・メタノール合成触媒開発
・パワーエレクトロニクス技術・生活者の行動変容によるCO2

排出抑制施策の検討

・地域社会との連携による効率
的CO2排出削減施策の検討

生物資源ならびに
環境資源によるCO2
固定・循環利用促進

・資源回収型畜産廃棄物処理
及び藻類飼料の生産

・持続可能な資源循環型農水
産システムの構築

DESIGN THE FUTURE機構

人工知能科学センター

システム情報系
生命環境系
エネルギー物質科学研究センター

ゼロＣＯ２エミッション機能性材料
開発研究センター

ビジネスサイエンス系
芸術系

生命環境系
関係研究センター群
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現在実施している２つの企画
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「筑波大学CO2削減プロジェクト」

学群生のアイデアを
芽吹かせる研究助成

学食メニューでCO2への負荷を考える
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見えないCO2をどう「見える化」するか？

 カーボンフットプリント（CFP）の活用

 製品のライフサイクル全体で環境負荷を評価

 製品の選択や消費・廃棄は消費者の
行動に依存 → 自分ごと化できるか？

出所：西尾チヅル 日経新聞経済教室
（2021年4月30日号）

1Kg
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スモークサーモン１人分で

つくばセンターからバスで
どこまでいけるか？

 シダックス株式会社、学生団体
ECHO UTとの協業

 学生の目線でCO2排出量を

「自分ごと化」
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Thinking about and designing 
our desirable future.

https://www.osi.tsukuba.ac.jp/sdgs
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